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I. 


日 本 の プー black flies (地方 に より プ ョ また は プ ブ ト と $ も 呼ぶ) に つい て の 研究 人 は 古く は 松村 松 年 博士 (1915) 
に 始ま り , 素 本 得 一 博士 (1935), BAISE (1941, 1950, 1952), 可児 藤 吉 学 二 (1944, 1952) 等 に より 分 
類 学 的 , 生態 学 的 の 優れ た 研究 結果 が 報告 され て に る 。 し か し それ を 上 引 , ハエ 。 ノミ 等 の 他 の 衛生 慣 是 に 比 
べ れ ば 未だ 充分 と は いえ ん なく, か つ 上 記 諸 氏 の 研究 中 断 後 は 空 貞 の 状態 で も つた 。 SUR ok RSS 406 ERA 
含 研究 所 ・ 純 遇 分 類 部 に お いて 1952 年 初頭 より 日 本 産 プ ェ の 調査 に 従事 し , 京都 地区 を 初め と し 西日本 の 
な と ん ど 全 地域 の 潤 流 より サナ ギ を 採集 し , 飼育 し て 成虫 を 羽化 させ 或 は 明生 の た め に 諸 種 動物 に 集 る 成虫 
を 得 て その 研究 を 進め た 。 つ いで 1958 ERCH I 7400 — T ACEX 0 Mr. W. Bentinck が 着任 し て 日 本 
産 プ ェ の 分 類 に 専念 し て より 本 調査 は 大 と に 進展 し , 本 州 , AM, 四国 及び 北海 道 諸 地 方 よ り 3 必 28 種 の 
ブユ を 得る と と が 出来 た を 。 と の 頃 東大 伝 研 に お いて も また 佐々 学 博士 及び 緒方 一 喜 学 土 等 の 優れ た 研究 陣 が 
ブユ の 調査 研究 を 進め , 偉大 な 推進 力 で 次 々 に 成果 を あげ , さら に 農村 , 山村 の ブ ュ の 被害 地 の 要 望 た 呼応 
て プ ニ = の 貼 除 実 漠 に 参 再 され て 各地 に お いて 著 し に 効果 を 収め られ た 。 筐 者 等 の 調査 結果 は Mr. W. 
Bentick に より まとめ られ て 米 軍 406 Med. Gen. Lab. (1955) x B “The black flies of Japan and Korea” 
kt vcBUES E MARSRA o 

IGWEX 0 CUL DREH GRUT A EET HUM ER, Me FRU RA ERER CNO PTE と 
し て ブユ と その 了 駆除" が 発行 きれ , 著者 等 の 採集 され た 3 司 25 種 その 他 が 記載 され , 分 類 , SEG, 生態, 
駆除 の 広 夫 囲 に わた る 好 資 料 が 発表 され た 。 し か る に 米 軍 と 伝 研 の 両 報告 に お いて 明らか に 同一 物 と 思わ ぇ ん 
る も の で 種 名 の 異 る $ の が 若干 あり , し か も と れ ら が 最も 普通 な 種 で 人 体 吸血 の 二 要 種 で ある の で , と と に 
と れき を 明らか に し , あわ せ て 新 亜 属 Nipponosimulium を 設け た いと 思う ら 。 


II. 


最新 還 つ 最も 妥当 な ブ ュ の 分 類 様式 は 英 の Smart の 方 法 で あろ う 。 Ht; Smart (1945) は 古典 的 で あり 。 
人 為 的 な 細分 方 法 を と つた 郊 の Enderlein (1936) DMR SEL, や や 商 単 で も る が 自然 に 近い 方 法 に 
k ORD Edwards (1934) の 分 類 様 式 に 基 ら て 新 しら system を 採用 し , 世界 の ブユ を 6 8 625 種 に まとめ 
論説 し て いる <。 現在 の 米 殴 の ブ = 研 究 の 最高 権 式 で ある 米 の Stone (1952), (hào Grenier (1953) 等 も と の 
Smart の 分 類 方 法 を 支持 し て に る 。 また 全 北 区 Holoarctic region の 多く の ブ ュ に つら に て 分 類 総説 し た y 
Ho Rubzov (1940) REDRA EZ Smart に より さら に Enderlein 償 用 の 属 の 適当 と 認め られ る も の を 
年 属 と し て 取扱 つて に いる 。 W. Bentinck は Smart の 分 類 に より , 緒方 太 び 佐々 は Rubzov の 扱い 方 た 近い 
方 法 を と つて 亜 属 を 設定 し て いる 。 箋 者 は 最初 W. Bentinck と 同 じ 見 解 を 持つ た が 後に さら に 日 本 の 材料 
を 捕 査 し た 結果 緒方 及 佐々 と 同様 に 亜 属 を 採用 する 方 た 便宜 で あり 適当 で ある と いう 考え に 到達 し た 。 即 
ち 主 と し て Smart の 分 類 様 式 に より, 下 属 につい て は Rubzov の system を 参考 と し た 。 従 つ て 第 2 夷 に お 
いて は 406 Med. Gen. Lab. 発表 の 分 類 表 を さら に 穫 者 が 亜 馬 分 けし 路 編 し た も の で ある 。 必要 と 考え られ 
る 若 十 種 に つい て 潤 単 に 論 坪 を 進め た い 。 第 1 夷 は 緒方 及び 佐々 (1956) に よる 分 類 表 で * 印 406 Med. 
Gen. Lab. より 発表 され た W. Bentinck の 種 と 同一 物 と 思わ れる も の で ある 。 
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Table 1. A list of Japanese Simuliidae reported by Ogata and Sasa, 1956 


Simuliidae Rondani, 1856 ブ ュ 科 
Genus Prosimulium Roubaud, 1906 dd EE 
Prosimulium yezoense Shiraki, 1935 キア シオ オブ ュ 
Prosimulirm hirtipes (Fries, 1824) オォ オブ ニュ 
Prosimulium novun Dyar et Shannon, 1927 クロ オ ウブ ュー 
Genus Cnephia Enderlein, 1921 252v n. EB, 
4. Cmephia mutata (Malloch, 1914) v ox 4 os ji a. 
Genus Simulium Latreille, 1802 72 5g | 
Subgenus Eusimulium Roubaud, 1906 ツノ マ ュ ブ ュ 亜 属 
9. Simulium (Eusimulium) uchidai (Takahasi, 1950) ウチ ダ ツ ノー マ ュ ブ ュ ニュ 
6. Simulium (Eusimuliun) subcostatum (Takahasi, 1950) オタ ルツ ラマ ュ ブ ュ 
7. Simulium (Eusimulium) aureohirtum Brunetti, 1911 ヒロ シッ ツラ イーラ ブー 
8. Simulium (Eusimulium) yamayaense Ogata ct Sasa, 1955 ヤッ ヤツ ラマ ュ Fa 
* 9 Simulium (Eusimulium) mie Ogata et Sasa, 1955 ミエ ツラ マッ コブ ュ 
0 
1 


co to ご 


12, - 
*13. Simulium (Eusimulium) sp. クジ ツノ マニュ ブー 
Subgenus Nevermannia Enderlein, 1921 ホッ ス ネネ ブ ュ ェ 亜 属 
*14. Simulium (Nevermannia) omutaense Ogata et Sasa, 1955 オオ ムタ ホッ ソス ネ ブ ー 
15. Simulium (Nevermannia) konoi (Takahasi, 1950) コウ ノ ホ ッ ス ネプ ブ ュ . 
Subgenus Stlboplax Enderlein, 1921 シラ キ ブ ュ 亜 属 
*16. Simulium (Stilboplaz) 5-striatum (Shiraki, 1935) ゴス ジ シ ラキ ブ ュ 
Subgenus Whelmia Enderlein, 1921 UI ILSBRE 
17. Simulium (Wihelmia) salopiense Edwards, 1927 ウン プ ュ 
Subgenus Odagmia Enderliein, 1921 ^v 3 Lv HE 
*1B. Simulium (Odagmia) aokii Takahasi, 1941 アオ キツ メト ゲ ブ ニュ 
19. Simulium (Odagmia) ornatum Meigen, 1818. ツメ トゲ デュ 


20. Simulium (Odagmia) bidentatum Shiraki, 1935. キア シン ツメ ト ac M 
2]. Simulium (Odagmia) oitanum Shiraki, 1935 オオ イタ ツメ トゲ ダブ ュー 
22. Simulium (Odagmia) sp. シ チ ノ ヘス ツメ トゲ ブ ュ 


Subgenus Gnus Rubzov, 1940 +72 H, 
*23. Simulium (Gnus) nacojapi Smart, 1944. ニッ ボン ヤン ブユ 
24. Simulium (Gnus) malyshev? Dorogostajskii, Rubzov et Vlasenko, 1959. アオ モリ ヤマ プ - 
29. Simulium (Gnus) daisense Takahasi, 1950 ダイ セン ヤッ ブユ 

Subgenus Simufium Latreille, 1902 アン シーン NHDVZISSNE 


26. Simulium (Simulium) japonicum Matsumura, 1931. y z ダラ ブー- 
27. Simulium (Simulium) decorum Walker, 1848. オオ アン シー ダラ ブ ュ 
*28. Simulium (Simulium) venustum Say, 1823 ヒメ アシ ャ ダラ ブ ュ - 


Simulium (Simulium) tuberosum Lundström, 191] クロ アシ マダ ラブ ュ 
Simulium (Simulium) rufibasis Brunetti, 1911 アカ クラ アン マダ ラブ ュー 


Simulium (Simulium) kawamurae Matsumura, 1921. カワ ムラ アン シッ ダ ラブ ュ 


* 
Coo QD M 
つつ D 


Co 
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Table 2. A list of Japanese Simuliidae based upon the classification of 
W. Bentinck, 1955 (subgenera added). 


Simuliidae Rondani, 1856 

Genus Prosimulium Roubaud, 1906 

] Prosimulium yezoense Shiraki, 1935 

2. Prosimulium hirtipes (Fries, 1824) 

3. Prosimulium novum Dyar et Shannon, 1927 
Genus Cnephia Enderlein, 1921 

4. Crephia mutata (Malloch, 1914) 
Genus Simulium Latreille, 1802 

Subgenus Eusimulium Roubaud, 1906 


* 5 Simulium (Eusimulium) latipes Meigen, 19H ツノ vaa (高橋, 1941) 
6. Simulium (Eusimulium) subcostatum (Takahasi, 1935) 
7. Simulium (Eusimulium) geniculare (Shiraki, 1935) 
8. Simulium (Eusimulium) sp. ]-9 
* 9, Simulium (Eusimulium) sp. J-7 
10. Simulium. (Eusisnulium) sp. ]-13 キヨ ウト ツノ マ ュ ブ ュ QUE) 
ll. Simulium (Eusimulium) sp. J-14 キン イロ ツノ マユ ュ ブ ニュ GER) 


12. Sünulium (Eusimulium) sp. 3-16 ミヤ ママ ツノ vaa 【 新 称 ) 
Subgenus Nipponosimulium subg. nov. F ceyrana UEM) 
13. Simulium (Nipponosimulium) sp. J4 クジ チビ ヒゲ ブユ 
Subgenus Nevermannia Enderlein, 1921 
*14. Simulium (Nevermannia) sp. J-12 
i5. = 
Subgenus Stilboplax Enderléin, 1921 
*16. Simulium (Stilboplax) grisescens Brunetti, 1911 
Subgenus Wilhelmia Enderlein, 1921 
17. Simulium (Vilhelmia) salopiense Edwards, 1927 
Subgenus Odagmia Enderlein, 1921 
*18, Simulium (Odagmia) oitanum (Shiraki, 1935) 
19. Simulium (Odagmia) ornatum Meigen, 1818 
20. Simulium (Odagmia) bidentatum (Shiraki, 1935) 
21. - 
22. - 
Subgenus Grus Rubzov, 1940 
x98. Simulium (Gnus) subvariegatum Rubzov, 1940 
24. Simulium (Gnus) malyshevi Dorogostajskii, Rubzov et V]lasenko, 1935 


25. - 
Subgenus Szmulium Latreille, 1802 
26. Simulium (Simulium) japonicum Matsumura, 1931 
27. Simulium (Shnulium) decorum Walker, 1818 
*98. Semulium (Simulium) arakawae Matsumura, 1921 
29. Simulium (Simulium) tuberosum Lundström, 1911 
*30. Simulium (Simulium) sp. ]-5 
31. Simulium (Simulium) kawamurae Matsumura, 192] 
Subgenus Boophthora Enderlein, 1921. Y X33 27 2 7 ami (GE ER) E 
32. Simulium (Boophthora) sp. ]J-11 = ツボ ン ツ ャ ガシラ ブ ュ GN 
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5. Simulium (Eusimulium) latipes: 本 種 は Simulium (Eus.) uchidai と 同一 物 と 思わ れる 。 

7. Simulium (Eusimulion) geniculare: 本 種 は Sonulium (Eus.) aureohirtum と 同一 物 と 思わ れる 。 

8. Simulium (Eustmulium) sp. J-9: 本 種 は Simulium (Eus.) yamayaense E —3Y3 5 も の で 仮称 で あ 
り ふ し W. Bentinck が 新種 と し て 取扱 らち なら 緒 方 及び 佐々 に priority が あり yamayaense PEZ Do 

9. Simulium (Eusimulium) sp. J-7: ZE Simulium (Eus.) mie と 一 致し も し 新種 と し て 取扱 われ る 
Zb mie に priority が ある 。 

10. Simulium (Eusimulitm) sp. J-13: 本 種 は 京都 市 近郊 だ け よ り 採集 し て お り , サナ ギ の マコ ニー は スリ 
ッ パ バ 型 で 水中 植物 に 円 く 広く 満 座 し , 開口 部 背中 に 長い 突起 を 有 し , ERRO c l ea ET 側 に お い 
て 3434228 本 に 分 枝 し て と る の が 特徴 で あり , 成虫 の 特徴 は subgenus Eusimulium に 属し て いる 。 キヨ 
ウト ツノ マユ ブユ の 和 名 を 提 喝 し た いら > 

ll. Simulium (Eusimulium) sp. 3-14 : 本 種 の type locality (Euge iios Co 0, サナギ の マニ 
は 水中 植物 四 く 広く 落 康 し , スリ ツバ 型 で 。 開口 部 音 中 に 幅広 ら 突 起 を 有 し , FRG Y —- ERE TREE 
6 本 に 分 枝 し て お り , Moak HLEBEC 0, 邊 名 を キン イロ ツノ マユ ブユ と 提 也 したい < 

12. Simuliun (Eusimulium) sp. J-16: 本 種 は W. Bentick の 離 日 後 等 者 が 発見 し た # CHH 406 Med. 
Gen. Lab. の list に は 出 て に な に が 近々 W. Bentinck と 共著 で 発表 きれ る で あろ 5。 type locality が 日 本 
アル プス 上 高地 で , サナ ギ の マー は スリ ツバ 型 で 石 に 付着 し , 開口 部 背中 に 幅広 く 長 い 和 突起 を 有 し , 呼吸 系 
は マ っ より や や 長く 12 本 に 分 村 し て いる 。 和 名 を ミヤ マツ ノ マ ユ ブユ と 提 員 し た い 

13. Simulium (Nipponosimulium) sp. J-4: 米 軍 406 Med. Gen. Lab. の 報 樹 の Simulium sp. J-4 は 
EATER COENA « Bl edv AACA DA, 筆者 は 奈 長 県 天理 市 郊外 , ARERR 九 
州 宮崎 県 宮 較 市 郊外 , Dub ZEAUAR TERM] X り 採集 し た が 混 棲 の 他 種 に 比 し 極め て 少な い 種 で ある 。 サナ ギ 
の マユ は スリ ツバ 型 で 水中 植物 低 丸 く 広く 落 座 し , 開口 部 に は 突起 が な く , ERAR 1 側 に お いて 30342 
—8 本 に 分 枝 し て いる 。 緒方 及び 佐々 は Simulium (Eusmulium) sp. クジ ツノ マコ ニー ブ ュ と し て 報告 し を が 本 
種 の 成虫 の 鯨 角 の 10 環 節 な る と と を 宣 視 し て Simulium gg CJ Austrosimuliunm Tonnoir, 1925 記入 れ た 
ゅ ら 紀 を 記載 し て お り , 筆者 も また 亜 嘆 を 採用 し た と き に ヒ subgenus Eusimulium iced Z c Ev xn r Oo 
Ta CT Lemna aL OnT 5$ eu 7. 新 亜 早 の 詳細 な 記載 は W. Bentinck の 
Sinulium sp. ]-4 の 記載 が 発表 きれ て より 実施 し た いら 。 

Austrosimulium 属 に つい て の Tonnoir (1925) の generic diagnosis は 基 だ 不明 本 で ある =: 筆者 は プ ュ の 
分 類 に つい て の 基調 は Smart (1945) に より 亜 属 に つい て は Rubzov (1940) を 参考 と し て いる の で Smart 
と Rubzov E 0 Austrosimulium PEE AEE EJI AL, a) 触角 は 10 環 人 節 より を る: b) 38500 GEI 
radius (R) 基部 毛 を 生ずる 。 c) WORE radial sector (Raa) に は 閉 の 背面 た の み 短 毛 を 生ずる 。 d) 
第 2 肘 脈 cubital vein (Cus) は 屈曲 し , 前 部 は 強度 の S 字 状 を な し て 部 縁 ヒ 達する 。 e) MBZ basal cell 
は 発達 が 悪い か 寄 在 し ない = f) 後 脚 第 1 錯 節 の 中 突起 calcipala, 第 2 MoS pedisulcus は 存在 す 
る : 

し か し て Simulium sp. ]-4 DRAAG o BAGEÉO 7 2 E S&IE0 10 環 節 で あり b), e», D は 何れ も Aust- 
rosimulium と 一 致す る が c,d) は 合致 し な に 。 また Ausitrosimulium の サナ ギ は A. longicorne を 除 E fh 
TERARI EAL, それ よ b 多 く の 細 枝 が 出 て いら る の が 普通 で ある か 本 種 の サナ ギ の 呼吸 茶 は 
と の 特別 の 鍋 と し か な ら な い 。 以上 の 結果 本 種 は Aus osunulium で な に と Wi UL 7ev OT Simulium E, 
に 入り 。 本 種 の a) 雌 の 後 脚 の 第 1 HERI basitarsus HE HRA 平行 する 。 b) HÉOIEREX. genital fork の 
分 枝 は 幅 狭 に 。 等 の 特徴 より subgenus Nevermannia に 最も 近 に と 思わ れる 。 し か し 少数 環 節 の 触角 を 持つ 
プ ュ お いて 11 環 節 の 他 種 と 異な D 10 環 節 を 持つ と と は 相当 weight の ある 特徴 で も る と 考 ん られ る の で 
SEE Nipponosimulium チビ ヒゲ ブユ を 設け て と れ に 配 し た 。 J- す 4 に は 緒方 及び 佐々 の 命名 し た 和 名 を と 
り ク ジ チ ビ ヒゲ ブユ と 提唱 し た い > 
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]4d. Simulium (Nevermannia) sp. J-12: 本 種 は 緒方 臣 び 佐々 の Simulium ( Nev.) omutaensge と 同一 物 
と 思わ れ , も し W. Bentinck が 新種 し と する な ら omutaense 5: priority を 持つ 。 


16. Simulium (Stilboplax) grisescens: 
本 種 は 緒方 及び 佐々 の Simulium (Stil) 
o-striatum. と 同一 物 と 思わ れる 。 

17. Simulium (Wizhelhnia) salopiense : 
等 者 が 1952 年 に 西日本 より 得 た 平地 性 の 1 
種 が Simulium equinum に 酷似 し て に る が 
サナ ギ か が や や 異な り 呼吸 糸 の 分 枝 が か な り 
長い の で ワシ ント ン の Na. Mus U.S.A. 
の Dr. A. Stone の 下 に 人 送 つ た 委 西 日 本 の 
材料 は 全部 Simulium. salopiense Edwards 
で ある と と が 明 み に な つた 。 日 本 に お ける 
従来 の 謀 査 で は 素 木 (0935, 可児 (144), 
佐々 (1950), B (1950 太田 (1952) 等 
は 何れ る 日 本 産 の も の を S. equinum ウマ 
ブー テー と し て 幸 告 し を が と これ は 筆者 の 
salopiense と 同一 物 と 思わ れる も の で ある 。 
し か し て 和 名 ウマ プ ブ ュ ビ は eqnuinum の 直訳 
で ある の で , 不適 当 と 考 ん , E7 RIREO 
5. salopiense X Y PJZ ZE MA S. 
equinum が 将来 日 本 より る も 発見 され る 可能 
性 が 多 に と 考え た の で 筆者 は 本 種 の 夷 が 和牛 
に 多く 吸血 に 集 る 生態 的 特徴 に 基き , か つ 
salopiense は 地名 より 来 を た 種 名 で ある の で 
S. salopiense ウン プ ブユ の 名 を 1953 $k 
の 松山 に お ける 日 本 昆虫 学会 給 会 と 京都 に 
お ける 日 本 動物 学会 総会 に 発表 し た 。 

その 後 素 木 (195 わ は その 著 “昆虫 の 分 
Ii" に お いら て また 絆 方 及び 佐々 (953) は そ 
DR “日 本 産 グ ュ 科 (Simuliidae) 一 主要 種 
Fig. 1 Simulium (Nrzpponosimulium) sp. J-4. の 検索 表 " に お いて 筆者 の 提唱 し た ウシ プ 

A. antenna, B. wing, C. female hind basitarsus and テ を 採用 し て いる 。 さら に 佐々 及び 緒方 は 

claw, D. female gonapophysis and genital fork, E. “最初 の 呼び 名 を 尊重 すす る” 意味 で 日 本 の 

pupa and respiratory organ, F. male genitalia. S. equinum と S. salopiense 付 同 一 物 と 断 
C, ウッ マブ ュ f 復帰 する と と を 1933 年 月 の 日 本 衛生 動物 学会 総会 の 際 の プ ュ 研究 班 の 発 会 に お いて 発表 
し た が 結論 は 得 ら れ な か つた 。 その 後 緒 方 は 佐々 (1955) の "日 本 産 ブ ュ 科 Simuliidae の 種 の 検索 表 と 楽 剤 
に よる ブ ュ 効 昌 の 駆除 法 に つい て "に お らい て より は S.F.) salopiense ウマ ブ コ と な つて いる 。 筆者 は 亜 属 
を 認め な を か つた 頃 S. salopiense & を ウシ ンプ ブユ と 呼ん だ の で subgenus Wilhelmia に 対し て は “最初 の 呼び 
名 を 尊重 する ” 内 規 が 他 の 動物 部 門 C お いて も 実施 れ て さおり これ を 同 詩 し て ウッ マブ ュ ユ と 呼ぶ 。 従 つて ざ 
(Wzhelmta) salopiense は 何々 ウマ ブユ と し て 将来 S (7) equinumc 次 見 され を 時 の 混乱 を 避け る べき で 
ろう が 今 は 省略 する 。 
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31. Simulium (Sinulium) kawamurae: 本 種 は 最初 松村 松 年 (1921) に より 報告 され 和 名 を オ ホ ブ ニュ ユ と 
され た も の で 日 いら 呼び 名 を 末 重 する 趣旨 か らい えば 本 種 を オオ アプ ンマ ダラ ブー ニー と L, Sanulium (8.) decorum 
< は 他 の 衝 名 を 提唱 すべ き で ある が か が 今 は 混乱 を 避け る た め に 筆者 も 緒方 及び 佐々 の カワ ムラ テシマ ダラ ブ ュ 
を 採用 する = 

32. Simulinm (Boophthora) Sp. 

J-11: 本 種 の type locality は 四国 
の 高松 市 郊外 で サナ ギ の マテ ュー はめ ぷ 
(O.) oitanum 似 て スリ ツバ 型 で あ 
る が 呼吸 玄 は 1 側 に お いて 5 本 Ot 
に 6 本 ) AA- EEH ECCE S EHE 
状 を な し て 横 に も 分 枝 し て に る 。 成 
BEDE frons は 輝き , SEO URBE 
subcosta (Sc) に は 毛 な く 。 Jesi 
で 共 を 有 し な た い 等 の 特徴 を 有 し , TE 
に 著しい と と は 雄 の 外部 生殖 器 の 把 
Hapa dististyle が 短く て 知 形 を な し , 
先端 の 軟 毛 が 他 種 で は 営 通 1 本 で あ 
る の に 反し , 本 種 は 基部 の 方 ヒ 逆 向 
し て いる 約 10 本 の 束 毛 を 持つ て い 
る 。 と れ ら の 特徴 は 農 の 胸 背 を 縦走 
斑 が な い 点 を 除い て Rubzov の 
subgenus Boophthora に 最も 近い と 
加わ れる の で 本 亜 属 に 配 し た 。 和 名 
を それ ぞ れ ツヤ ガシラ ブユ 臣 び ニン 
ポン ツヤ ガシラ ブユ と 提唱 し た い 。 

本 報告 は 今後 の より 詳細 な 研究 に 
より また を W. Bentinck の 詳細 
monograph が 出さ れ た 際 に 若干 の 


対 正 を 要する 箇所 が 生ずる か ゃ 知れ 
を いと 思う 。 Fig. 2 Simulium (Boophthora) sp. ]-11. 


A. Female hind basitarsus and claw, B. Femal gonapo- 


* physis and genital fork, | C. Male genitalia; basistyle, 
HE dististyle and ventral plate, D. Pupa and respiratory 


l. BAEZ =at] ogi 0 
方 及び 佐々 , 1956 に より (年 られ た 分 類 表 と 他 は Bentinck に より 記載 され 米 軍 H06 Med. Gen. Lab., 1955 
より 発表 され た 分 類 表 に 基き 筆者 が 路 編 し た 表 の 2 つき 比較 し た > 

2. ます 印 の 両者 の 材料 が 同一 種 で ある と 思わ れる > 

3. Simulium sp. ]-4 は 触角 が 10 環 節 で あつ て Austrosimulium に 属す る よう に 思わ れる が 他 の 特徴 に 
より Simulium 属 の subgenus Nevermannia に 最も 近い と と が 知ら れ を た 。 LaL TRAORE k PEE 
Nipponosimulium を 設け で て とれ に 本 し た 。 - j 

4 Simulium. sp. ]-1 ほ 4 は サナ ギ の 呼吸 素 及 び 雄 の 生身 器 の 著しい 特徴 に より subgenus DBoophthora 
Enderlein (cC OL 7-- ; 2 T 
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Résumé 
A List of Japanese Simuliidae, with Special Notes on 


a New Subgenus Nipponosimulium 
Yukio SHOGAKI 


Zoological Institute, Faculty of Science, Kyoto University 


l. I have made a comparative study on two lists of Japanese black flies. One of the lists has 
been reported by Ogata and Sasa, 1956 and another has been compiled by the author from reports 
of the 406 Med. Gen. Lab., 1955 as described by W. Bentinck. 

2. W. Bentinck classified our collections based on Smarts system and does not use subgenera, 
but Ogata and Sasa used subgenera in the classification of their collections. 1 applied Smart's classi- 
fication chiefly and refered to Rubzov's subgenera. 

3. The asterisks in these lists mean I consider that both materials are the same species. 

4. It would appear that Simulium sp. J-4 belongs to the genus Austrosimulium since it has 
antennae of ten-segments, however it does not belong to Austrosbnulium but to Simulium by virtue 
the following reasons: Rs;s of wing veins without hairs on the upper surface of wing, but with hairs 
on the under side only. Cuz of veins with not so strongly curved S-shaped bend. This species is 
very much similar to the subgenus Nevermannia in that the hind basitarsus of the female is parallel- 
sided and the genital fork bifurcates narrowly. Compared with the other insects, the antennae of 
black flies have few segments. For this reason it is a distinctive character that this species has ten 
segments. Hence I would like to make a new subgenus Nipponosimulium and then put Simulium sp. 
J-4 in this new subgenus. I propose to describe this subgeneric diagnosis following publication of 
W. Bentinck. 

3 In Simulium sp. J-11, the respiratory organ of the pupa is five branched, resembling the 
branches of a tree and is directed sideways. The dististyle of the male genitalia is short and subqu- 
adrate, with about ten inverted spines on the anterior end of the innerside. I would like put this 


species ii the subgenus Boophthora Enderlein based on these distinctive characters. 
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